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学びに向かう力、人間性等ってなんだ？◯
資質・能力の三つの柱

1

・主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や、自己の感情や行動を統制する力、よりよい生活や人間関係
を自主的に形成する態度等（中略）自分の思考や行動を客観的に把握し認識する、いわゆる「メタ認知」に関わる
力を含むもの

・多様性を尊重する態度や互いのよさを生かして協働する力、持続可能な社会づくりに向けた態度、リーダーシップや
チームワーク、感性、優しさや思いやりなどの人間性等に関するもの

 （平成 29 年 6月 小学校学習指導要領解説総則編より）

図画工作の目標（3）
つくりだす喜びを味わうとともに、感性を育み、楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養い、豊かな情操を培う。

（平成 29 年 3月 小学校学習指導要領より）多様性を尊重する態度主体的に学習に取り組む態度

みんなのよさきっかけ

子どもは、学ぶことに興味を向けて取り組んでいく中で、新たな学びに向かったり、学びを人生や
社会に生かそうとしたりする力を高めていくことができます。今号は入り口についてのお話でした。
「主体的に！」と言うだけでは、子どもの主体性は引き出せません。自分で感じるからこそ、子ども
たちは主体的に学習に取り組み、自分の表現を見つけることができます。そして、自分の表現だか
らこそ、自他のよさを見つけ、多様性を尊重することができるようになるのではないでしょうか。

「学びに向かう力、人間性等」を育むための、はじめの一歩、
それが自分で感じることなのです。

『漫画家残酷物語〔全〕』
永島慎二（著）　朝日ソノラマ刊

『ごあいさつ』
高田渡　キングレコード

『素材に出あった子供たち』
東京都図画工作研究会（著）　文化書房博文社刊

『子どもの絵の発達過程』
辻政博（著）　日本文教出版 モノを置くだけ、

それもアリか！

教師になるのも…アリか！

ワークショップ、それもアリか！

START!

小学生のときに貸本屋で『漫
画家残酷物語』に出合う。初
めて人間の自意識に触れた
表現を目にして、「こういう
世界があるんだ」と衝撃を受
ける。サブカルに目覚める。

高校生のときに深夜ラジオで
高田渡の曲を聴き、「下手で
も歌いたいことを自分の言葉
で歌っていいんだ」と気づく。
音楽が自分に戻ってくる。

大学時代。受験勉強のおか
げでデッサンがうまくなった
ものの、大学で師事した先
生が“もの派”でカルチャー
ショック。「こういうのもあ
りなんだ」と悟り、自身の作
品づくりもそこへ向かう。
（p.2・7の写真は1981年の作品）

喫茶店「珈夢居」に通い始め
る。40年経つ今でも居心地
のよい書斎のような場所。
ポートレートもこちらで撮影。

大学の研究生時代に結婚。
妻の両親への挨拶のとき、「君
は何になるんだね」と問われ、
思わず「教師です」と言ってし
まう。

採用試験に受かり、墨田区の小学校に赴任。
同区図工部会の先輩たちの独創的な発想と活動に
「それがありなのか！」と刺激を受ける。そのころ発
行された都図研の『素材に出あった子供たち』を見
て、造形遊びの面白さを確信する。

現場での経験を外側から見
つめ直すため、教員をしなが
ら大学院に通う。そこでの研
究を一冊の本にまとめる。

小学校の合唱コンクール練
習の最中、先生に「君は帰っ
ていいよ」と言われ傷つく。
それから高校まで音楽の記
憶がぽっかり抜け落ちる。

下手でも歌う、
それもアリか！

漫画で私小説、
それもアリか！
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表紙  『おもいでを かたちに』（2年生）
思い出を粘土で立体に表す題材。うれしかったのはどんなときかな、
楽しかったことは誰と一緒だったかな。思い出しながら粘土に触れ、
表したいものを見つけていく。思い出が表現のきっかけとなり、きっ
とこの瞬間も、素敵な思い出をつくるきっかけになっていく。
（日本文教出版 ずがこうさく 1・2下 p.28-29）

「学びに向かう力ってなんだ？◯」
学習指導要

領

辻政博 （帝京大学准教授）

INTERVIEW

1

（p.02） （p.07）



02 07

　子どもって、休み時間に遊んでいるときはすごくダイナミックですよね。自分がしたいこと
をしているから。でも、授業になると、そのエネルギーが全然出ていないことがある。ぼく
の言ったことをただコピーしているだけというか、絵を「かいている」じゃなくて、「かかさ
れている」みたいだと、教員になりたての頃に感じたことがありました。
　図工って、自分で感じて、試して、表すことが大切だと思うんです。「自分で感じる」こと
から始まれば、エネルギーも引き出せるんじゃないかと考えて、研究授業で「体育館を歩く」
という題材をしました。まずはただ歩く。歩くことで子どもに空間を感じ取ってもらう。それ
から細長く切った画用紙で歩いた跡をつなげてみる。歩いた跡が目に見えるようになる。そ
れを天井から吊るしたロープで釣り上げると、平べったいものが空中にワーって広がっていく
のがすごくて、みんなでオーって感じになって。で、すぐに壊しておしまい。子どもが自分で
感じ取る時間をつくってあげたかった。
　例えば粘土を使う題材でも、まず教室へとみんなで大きな粘土を運ぶところから始めるっ
て題材が本で紹介されていたんですが、子どもは粘土を運んで、体でその重さを実感するこ
とも楽しい。これも自分で感じる時間になっている。
　自分で感じることが表現への「きっかけ」であり、先生は「きっかけ」のきっかけを与えら
れる存在です。子どもを自分で表す世界へいざなってあげられる存在です。きっかけを与えて
くれる他者、違う世界へいざなってくれる他者がいるから、人は成長できるんだと思います。

　図工の時間、なかなか表現を始められない子どもっていますよね。
ぼくの最初の赴任校に、全然絵をかかない5年生の子がいました。
あるとき、和紙を濡らしてから、墨でかく題材をしたんです。そした
らその子は和紙にまず点を打った。するとにじむんです、ふわーっと。
それからまた点を打って。それをずーっと繰り返して、最後に動物を
かいて完成させたんです。その子の世界が表現されたすごく素敵な
絵でした。それまでの題材はその子に届いていなかったけど、この
とき、点を打ったときの「ふわーっ」というにじみを面白いと感じて、
表現に対するエンジンがかかったんじゃないかな。
　別の学校にもかかない子がいたけど、造形遊びはしてたんです、
木を並べるとか、色塗り遊びとか。それを繰り返
していたら、いつの間にか自分で絵をかくようになってた。そこまで
に半年。それくらいかかっても、焦る必要はないと思います。だって、
「きっかけ」になることはそれぞれ違うんですから。
　「子どもは息をしていること自体が表現だ」と言った先輩の先生が
いました。つまり、子どもは、生活とか感情とか、様々なものが織
り合わさった存在で、表現する前にすでに意味ある存在なんです。
だから、子どもは一人ひとり違うものであり、きっかけもそれぞれ違
うと認めることから授業は出発します。図工の時間に先生は、子ど
ものそばにいる「身近な他者」なんです。一人ひとりを認めてあげ
られる、待ってあげられる、大切な存在なんです。そういう存在が
誰もいないと絶望ですよね。ぜひ、子どものそばにいて、子どもの
味方になってあげてください。

　今は大学で教えていますが、図工が嫌いっていう学生が多いんです。
下手だから、苦手だからって。図工って言葉で説明しても伝わりにくい
ことがあるので、必ず自分の身体の感覚を働かせて経験していくとい
うことを授業で取り入れています。実行して表現の面白さを実感しても
らうというか。それで、色水をつくるとか手でかくとか、造形遊びをやっ
ています。
　自分で感じて、自由に表現すると、同じものってできない。同じ色
水でも、ある学生はグラデーションみたいにきれいな色をつくって並べ
るけど、別の学生は暗い色ばっかりのコップを積んでいるし、また別
の学生は水をこぼして表現している。だから授業の後半に鑑賞してみ
ると多様性に気づくんです。他者との違いがよくわかって、違いがある
からこそ自分の輪郭がはっきりしてくる。自分の表現したこと、表現し
たいことが見つかっていく。それが喜びになるんです。自分で感じた
ことが表現できるっていう喜び。そうして段々心が解けていくというか、
「けっこう図工って面白いな、もっとやりたいな」ってなっていく。
　図工の授業は「先生がいて、教材をつくって、それを子どもがコピー
する」っていう直線的なモデルじゃないんです。図工って、自分で感
じて表すことだから。お手本はなくて、標準は自分の中にある。だから、
他者との比較で優劣を感じるんじゃなくて、自分と他者のよさや違い
を感じられる。そういう多様性を感じることのできる教科なんです。

自
分
で
感
じ
る
こ
と
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は
人
そ
れ
ぞ
れ

表現への「きっかけ」語り手

（帝京大学准教授）

自分で表現するから、
みんなのよさが見える

図工の時間、

かかずにじっとしている子どもがいます。

もっとやりたいと声を上げる子どもがいます。

子どもが興味をもって「やりたい！」と思うとき、

「次はこうしたい！」と

新たな表現へと向かっていくとき、

子どもは何を

感じているのでしょうか。

学習指導要領のキーワードと、

図工の見方について、図工の味方、

辻政博先生に聞きました。

つじ・まさひろ　
1954年、東京都生まれ。図工専科教員
として30年間勤務、都図研会長を経て、
現在帝京大学教育学部初等教育学科
准教授。NHK Eテレ「キミなら何つく
る？」の制作アドバイザー、NPO法人 市
民の芸術活動推進委員会理事などを担
当し、日本文教出版小学校図画工作教
科書の代表著者の一人として美術教育
の発展に努める。
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ねん土をにぎってできた形。この形をきっかけに、
表したいものを見つけていく。思い付いた形にす
るために、ねん土をつまんだりのばしたりすれば、
それがまた、次の発想のきっかけになっていく。

（日本文教出版 ずがこうさく 1・2下 p.12-13）

『にぎにぎ  ねん土』04 05
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